
p31 広報あいなん 2023.1

※
右
記
11
月
受
け
付
け
分
（
敬
称
略
）
情
報
は
、
広
報
紙
掲
載
に
対
し
て
、
ご
家
族
等
に
同
意
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

死亡後の手続きについては

町ホームページをご覧ください。

愛南町
ホーム
ページ

菊川俳句会　福田りささん

▶俳人をご紹介します

　　『プレバト』で俳句に興味を持ち始めたとき、南海放送の『一句一
遊』を知り、「年内に①『一句一遊』で句を読んでもらうこと。②夏井
先生にお目にかかること」を目標に2019年1月、俳句を始めました。
同月、句をラジオで読んでいただき、３月「トレッキング・ザ・空海あいな

ん」で２つの目標をクリアすることができました。
　　2019年3月の「トレッキング・ザ・空海あいなん」
でお目にかかった浅野さんに声を掛けていただき、
2022年初めから菊川俳句会に加わり、俳句仲間
から教えと刺激をいただいています。
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縄
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はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。
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